
技術情報シート 

1．技術の名称 ごみ中継施設 

2．技術の内容 

中小型車両で集めたごみを同じ車両で最終処分場へ輸送するのではなく、大型車両に積

み替えて最終処分場などへ輸送することによりごみ収集・輸送の効率化、コスト削減、ＣＯ２ 

排出量削減をはかる。 

3．技術の概要   

技術の目的・用途、技

術の特長、実績、価格 

【技術の目的・用途】 
市街地で収集したごみを遠方の最終処分場へ輸送する場合など、ごみの長距離輸送時

に効率化をはかるシステム。 

【技術の特長】 
コンパクタ・コンテナ方式 
 ごみ収集車から受入ホッパに投入されたごみは、コンパクタにより効率的かつ衛生

的にコンテナは積み替えられる。収集車数台分のごみが 1 台のコンテナへ圧縮して詰

込まれる。コンテナは大型コンテナ輸送車で最終処分場へ輸送される。 
 各機器の操作は、中央監視室のモニター監視による遠隔自動運転方式を採用してい

る。また、騒音、粉じん、臭気など公害の防止にも配慮している。 

 
大型コンテナ輸送機 
 大型コンテナ輸送機は、セミトレーラー式と脱着ボデートラック（アームロール）

式がある。ごみ量や輸送地の道路状況などにより選択する必要がある。 
 また、鉄道輸送用コンテナ、船舶輸送用海上コンテナもある。 
【実績】 
収入実績：多数（日本、中国、インドネシア、マレーシア、タイ） 

 
中国上海市（2 箇所）2,800t/日、1,200t/日（プレ圧縮方式） 



      
・中国 西安市 800t/日            ・タイ バンコク市 2,000t/日 

      
・インドネシア ジャカルタ市        ・マレーシア クアラルンプール市 
 1,500t/日                  1.700t/日 
【価格又はその問い合わせ先】 
新明和工業株式会社 環境システム本部 営業部 

電話： 03-3842-6332 FAX: 03-3842-6335 E-mail: env.eigyo@shinmaywa.co.jp 

担当者：大桐 敏孝 

4．技術の分類   

①用途分類 収集・運搬・保管 

②対象廃棄物 
紙・段ボール、廃プラスチック、ペットボトル、ガラス瓶、スチール缶、アルミ缶、発泡スチロー

ル、食品・生ごみ、建設廃棄物、家電製品、蛍光管、電子製品、携帯電話、その他 

③提供役務 プラント建設、機械・機器販売、廃棄物処理サービス、技術提携・供与、その他 

5．本技術に関するサー

ビス提供が可能な国 
制限なし 

6．検索キーワード 
収集運搬、中継施設、コンバクタ、コンテナ、アームロール 

７．問合先窓口・担当者 

新明和工業株式会社 環境システム本部 営業部 

電話： 03-3842-6332 FAX: 03-3842-6335 E-mail: env.eigyo@shinmaywa.co.jp 

担当者：大桐 敏孝 

 


